
㈣
熊
の
を
ど
り
〔
橘
糸
重
子
〕（ 

 
 

） 
こ
ん
な
は
が
き
が
み
つ
か
り
ま
し
た
か
ら
、
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
「
ひ
ー
ら
い
た
〳
〵
、
な
ん
の
は
な
ひ
ー
ら
い
た
」
を
し 

て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
と
ー
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
、
さ
よ 

な
ら
。 

 
 

 

さ
ゝ
き
ふ
み
つ
な
さ
ま 

 
 

 
 

 

い
と
へ
よ
り 

 

    

底
本
：「
手
紙
雜
誌
」
第
一
巻
第
七
號
「
家
庭
書
翰
」（
有
樂
社
） 

明
治
三
十
七
（1

9
6

2

）
年
十
月
十
八
日
發
行 

 
 

 
 

入
力
：
小
林 

徹 
 

 
 

 
 

 
 

 

公
開
：
令
和
六(2

0
2

4
)

年
二
月
十
七
日  

橘
糸
重
【
散
文
作
品
集
】
に
戻
る
。  

明
治
二
十
七
年

六 

月 

三
十
日 

http://carlschuricht.com/itoe/itoe-sanbun.htm

